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平成２２年７月豪雨の考察 
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1. 流出係数について 

流量計算は『県土木部河川課：大規模開発に伴う調整池設置基準（案）』に準拠し計算を行い、

流出係数についても設置基準に示された山地の流出係数（＝０．７）とする……資料１． 

 

2. 降雨波形について 

流量計算に用いた降雨波形は、霧島町観測所の時間雨量を基に鹿児島地方気象台溝辺測候所の

データを利用している……資料２． 

溝辺測候所と霧島観測所を結びつける根拠が無い。霧島地域では狭い範囲で雨が降ったり晴れ

たりする地域特性がある。 

なお、参考までに今回の豪雨時（平成２２年７月２日～７月３日）に計測された日雨量（４０

６ｍｍ／を鹿児島地方気象台から公開されている明治１６年～平成１２年７月までの観測資料

１１８個から類推すると、１／１３００年と推定され、同時期の豪雨が未曾有の豪雨だったこ

とが検証される …… 資料３． 

注、これまでの既往最大日雨量は平成７年８月１１日（３２４ｍｍ／日）で、１／１７０年と

推定される。 （この数値は鹿児島地方気象台（鹿児島市荒田 1-24-13）の数値である、現地の

数値ではない。平成５年の豪雨は溝辺で４５０ｍｍである） 

 

3. 流出計算について 

流出計算については、調整池が無い場合と調整池が有る場合、また調整池が有る場今は、堆砂

した状態（＝現況と標記）と完成した状態（＝完成と標記）の２タイプの計３タイプで計算を

行う。 

なお、調整池の計算の条件としては、 

① Ｄ調整池……貯留高は推砂残高の６０％ 

  （Ｄ調整池の奥は湾曲しており、前方堰堤の高さまで土砂が堆積していた。） 

② Ａ調整池……貯留高は堆砂残高の６０％、貯留面積は完成面積の２０％ 

  （同意できない、設計値の１０％前後） 

③ Ｂ調整池……堰堤部の擁壁の一部未完成を考慮 

  （堰堤の開放部の高さまで土砂が堆積していた画像が存在することから貯水量はゼロ） 

と設定し、貯留量を低く見積もった状態で検証している。 

注、別添の計算書を参照。 

 

4. 放出量の計算結果（横断図）について 

平成橋の横断図では調整池が無い場合に比べて調整池が有る場合（現況）は、低減量に差が見

受けられるが水位低下が確認され、調整池に土砂が堆砂した状態でも調整機能は確認される。 

なお、調整池は貯水ダムと異なり下流域への放出量を貯め込むのではなく時間差による流出抑

制で、オリフィスからは継続して放流されており、また計画規模（設置基準では１／３０年）

を上回る降雨時は堰堤上部の余水吐きから放流される事を前提として計画されるものである…

県の調整池設計設置基準１１ページの以下の情報 

調整池には，計画を超える洪水の流入に伴う貯水位の異常な上昇によって，流水が調整池を越

流し，それによって調整池が破壊をすることを防止する目的で，余水吐を設けるものとする。

現地調整池は堰堤上部に余水吐を設置する方式ではない 

 

5. 考 察 

以上から、今般の手篭川における洪水は、ゴルフ場の調整池に起因するのではなく観測史上未

曾有の豪雨が原因で有ることが示される。
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